
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見崎中学校 学校だより 

露  路 

令和５年 

７月１９日 

第４号 

編集責任 

内田 進 

 

自主創造：積極的に学び、生き方を創り出す 

着実勤勉：働く大切さ・喜びを知り、責任を果たす 

融和協同：自他を大切にし、協力して成し遂げる 

７月３日（月）～５日（水）に、八女地区大

会が開催されました。大会終了後、顧問の先生

方から、生徒たちの活躍・頑張りを称賛する話

をたくさん聞きました。子どもたちには、ここ

まで部活動をつくり上げることができたこと

を自信にして、今後の人生に活かしてほしいと

思います。 

八女地区大会 各部ともベストを尽くしました！ 

生徒総会開催される！ 

６月２３日（金）の生徒総会では、体育館に

全校生徒が集まり熱心な討議がくり広げられ、

１年間の生徒会活動が決定されました。生徒会

執行部より、スローガン「All Smile ～革命を

起こせ!!見崎新時代～」のもと、みんなが笑顔

になれる環境にし、お互い高め合い助け合える

学校にしていこうという確認がされました。 

柳川高校留学生ゲストティーチャー来校！ 

 ７月７日（金）５，６時間目に柳川高校から

１６名の留学生の皆さんが、英語の時間のゲス

トティーチャーとして来校しました。 

 ５時間目に２年生、６時間目に３年生の生徒

たちが、それぞれの留学生と緊張しながらも、

英語でコミュニケーションをとっていました。 

 この取組は、義務教育学校「みさき学園」開

校に向けて、新しい学校の特色である「英語教

育の充実」の取組の一つです。１年生も来年を

楽しみにしていてください。 

 なお、３年生は総合的な学習の時間の一環と

して、９月に柳川高校に出向き、留学生に向け

て、八女の特色を英語で紹介するという、教科

等横断型学習を行います。当日、さらに英語力

を高めて来ることを期待しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学年、人権学習に取り組んでいます！ 

福岡県では、同和問題の早期解決を目指して、毎年７月を「同和問題啓発強調

月間」と定め、各種の啓発行事を実施し、差別をなくす取組を展開しています。 

見崎中学校においても、毎年この時期に人権学習を行い、「差別をしない、さ

せない、ゆるさない」ことを確認しています。 

7月１４日（金）３，４校時の人権学習で

は、１年生は身のまわりの差別に関して、

「いじめ問題」を考え、２年生は「結婚差別」

の現実から部落差別のおかしさ等について

考え、３年生は統一応募用紙を通して「就職

差別」の問題について考えました。子どもた

ちは真剣に授業に取り組んでいました。 

また、前週７日（金）には、PTA 運営委

員会において、PTA 人権・同和教育研修会 

も開催しています。差別のない、誰もが幸せに生きることができる社会を目指し

て、今後も教育活動を行っていきます。 

【１年生人権学習の様子】 

ｅスポーツ教室、活動開始‼ 

「令和７年度義務教育学校開校に向け、新しい

学校の特色として eスポーツ部（教室）を創設し、

地域スポーツとして発展させ、『学校を核とした

地域づくり』に取り組む。」という趣旨のもと、い

よいよ活動を開始しました。将来的にオリンピッ

ク競技にもなると言われている e スポーツを通

して、学校全体のプログラミング教育等にも着手

していきたいと考えています。 

八女地区青少年弁論大会 すばらしい発表でした！ 

７月９日（日）に、八女地区青少年弁論大会が、

八女文化会館で開催されました。中学校の部には

八女市・筑後市・広川町の１４校から各学校の代

表者が１名ずつ出場しました。 

本校からは、３年生の熊谷奈織さんが出場し、

「支えは確実に自信になる」という題で、立派な

弁論を発表し優秀賞を獲得しました。部活動での

体験に基づき、「支え」の大切さを実感し、自分も

誰かの支えになれるように生きていきたいとい

う決意など、聴衆の方々がとても共感させられる

弁論でした。 


